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からすま

はぐく

いつく

１枚の風呂敷がリュックやカバン、帽子

やベストに早変わり。西澤さんは目の

前で実演しながら「包み

方次第でどんな大き

さや形にもできる」

と風呂敷の魅力

を話してくれた。

結んでほどいて、

何度も使える

風呂敷は環境に優しいエコグッズだ。

スーパーや百貨店での買い物には必ず

「マイ風呂敷」を持ち歩くという。

西澤さんが風呂敷の利用方法を学んだ

のは24年前のこと。しつけに厳しいご

両親の勧めで「日本現代作法会」に入会

し、結納や手土産などの渡し方を勉強

したことがきっか

けだった。小さ

いころは風呂

敷をマントやエ

プロンにして遊

んだりしていたが、

このとき風呂敷の良さを改めて実感した

と西澤さんは話す。現在は日本現代作

法会の講師として指導を行う一方、各

地の公民館などで「風呂敷講座」を開催

している。

受講生は３歳から90歳までと幅広く、小

さな子どもは遊び感覚で、年配の方は昔

を懐かしみながら参加されているという。

毎年開かれる「長浜きもの大学」や、今

年、草津市の烏丸半

島で開催された

「地球温暖化防止

フェア」でも風呂敷

の活用術を披露

し、話題を呼んでいる。

「風呂敷はいつの時代も人のそばにあ

り、お祝い事や弔事はもちろんのこと、

商いや収納に、そして、暮らしの中で

利用されてきました。だからもっともっ

と活用してほしい」と話す。

中学校の非常勤講師でもある西澤さん

は、食文化やマナーについての授業も

行っている。生活が欧米化している現在、

中学生たちが風

呂敷の「和の色」

や文様に触れる

ことが少なくな

り、そればかり

か、家に風呂敷

がない生徒が

多くてショックを

受けるという。

しかし、「授業

のあとで『家で

はタンスの中に

しまったままだけど、今度使ってみたい』

と話してくれる生徒がいるとうれしい」

と笑顔で話してくれた。

風呂敷に触れることで日本の風土で育ま

れた情緒や感情を呼び覚ますことがで

きれば……と、西澤さんの思いは広がる。

プレゼントを贈ると

きの包み方など、

さまざまな風呂敷

の活用術を目の前

で見ることができた。

「『包』という字には胎児が母親の胎内

で優しく包まれ守られるという意味が

あります。『包む』という行為は物を大

切に扱い、慈しむ心情を表します」と

西澤さん。贈り物だけではなく、心も

一緒に風呂敷に包んで贈ってみては？

とアドバイスを受け、環境のためだけ

ではなく、包むという行為自体に、もっ

と大きな意味があることを知った。　

　　　　　　　　　　　　　（取材・鋒山）
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